
は じ め に

ケージ内飼育が困難な生態・行動学的特徴を有す

るカンガルー・ワラビー類では，一般に，比較的広

い露天の地面放飼場内で，いわゆる semi-free rang-

ing状態にて飼育・展示されている。たとえば，ロン

ドン動物学会ホイップスネイド野生動物公園では，

カンガルー類がマーラ Dolichotis patagonumおよ

びキバノロHydropotes  inermis等と一緒に約265

haの草原に放飼展示されている 。国内では，埼玉

県立こども動物自然公園でオオカンガルー Ma-

cropus giganteus，マーラ等が，福岡県北九州市到津

の森公園のひびき動物ワールドではシマオイワワラ

ビー Petrogale xanthopus等が semi-free ranging

の状態で展示されている 。しかし，このような飼育

形態では，土壌表面のオーシスト・虫卵の完全な殺

滅，中間宿主動物の排除，日和見感染の早期発見の

難しさなどが重なり，寄生虫病の防除が難しいので

はないかと想像されていた。また，semi-free rang-

ingにおける内部寄生虫調査は，そのアプローチの

難しさから，国内では関東地方に所在するサファリ

パークにおけるネコ科動物の調査を除き ，あまり

行われていなかった。そこで今回，semi-free rang-

ingの状態で飼育・展示されている寄生虫の侵淫状

況を明らかにするために，前述のひびき動物ワール

ドをモデル施設として予備調査を試みた。なお，こ

の調査をもとに，この施設で飼育される動物の健康

管理を長期的にモニタリング調査をする予定であ

る。

材料と方法

予備調査が開始された2006年時点，ひびき動物

ワールドの敷地面積は約43ha，シマオイワワラ

ビー120個体，オオカンガルー104頭およびヒメ

ウォンバットVombatus ursinus2個体がこの園内

を自由に移動することが可能な状態で飼育されてい

た（図１）。そこで，2006年から2009年，本著者の

一人，伊藤の学生実習にあわせ，この期間の７月な

いし８月に１回（合計４回），前述３種が頻繁に生活

している場で，少なくとも，動物種が明らかにされ

た新鮮糞便のみを選別，それぞれの種由来の約50g

の便を採集した（図２）。個体レベルの特定はなされ

なかったが，当該調査期間中の延べサンプル数（糞

粒数）は77で，その内訳としてシマオイワワラビー

由来37，オオカンガルー由来33およびウォンバッ

ト由来７となった。これらについてショ糖遠心浮遊

法（ウィスコンシン法変法）を実施した。顕微鏡描

画装置によりオーシストと虫卵の大きさ（単位μm）

を測定した。なお，検査に供された糞粒は予め重量

を測定されていたので，濃厚寄生が示唆された場合
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に限り EPG値もあわせ提示された。

結果と考察

今回検査された全糞粒から何らかの内部寄生虫由

来のオーシストあるいは虫卵（図３上）が見つかり，

それぞれのサイズは［］内に示された。まず，シマ

オイワワラビーでは，Eimeria属のオーシスト［長径

22.6から 29.5（平均値 27.42），短径 17.1から

20.2（平均値18.55）］，条虫卵［長径47.1から

53.0（平均値49.36），短径30.8から35.2（平均値

32.56）］および線虫卵が検出された。条虫卵は内部

に梨状器官が包含されたことから（図３上・中央），

裸頭条虫科Anoplocephalidaeのものであった。日

本で飼育される有袋類では，アカカンガルー Ma-

cropus  rufusでの同科条虫 Progamotaenia (He-

patotaenia) festivaの多数寄生によると考えられる

重篤症例が知られているので ，今回の条虫卵が由

来した種との異同が注目された。シマオイワワラ

ビーの検査で特筆されたこととして，線虫卵はこの

動物に由来する全サンプルから見つかったこと，ま

た，中には EPG値5000以上を示したサンプルも散

見されたことであった（図３下）。なお，今回検出さ

れた虫卵は，その大きさから大型のタイプ［長径

141.7から168.6（平均値156.05），短径67.6から

80.3（平均値72.83）］と小型のタイプ［長径66.2か

ら76.1（平均値70.16），短径41.3から48.4（平均

値45.44）］が識別された。

オオカンガルーからも Eimeria属オーシストが

全サンプルから得られた。サイズから大型［長径

30.6から 38.0（平均値 33.95），短径 18.0から

21.9（平均値19.42）］と小型［長径19.3から24.3（平

均値21.40），短径10.3から14.2（平均値11.97）］

の２種の寄生が示唆された。これに加え線虫卵［長

径138.0から162.3（平均値151.42），短径67.9か

ら81.7（平均値73.10）］も検出されたが，条虫卵は

得られなかった。

一方，ヒメウォンバットでは線虫卵のみが得られ，

大型のタイプ［長径85.4から101.0（平均値95.51），

短径38.0から40.8（平均値39.45）］と小型のタイ

プ［長径60.2から69.1（平均値66.78），短径36.5

から40.2（平均値39.18）］が認められた。この結果

から，今回の調査では調べた３種すべての有袋類か

ら線虫卵が検出されたことになる。それでは，この

線虫類とはどのようなグループが想定されるのであ

ろうか。野生有袋類の消化管では円虫類寄生が常態

かつ優占すること ，円虫類は感染幼虫の経口摂取

という単純な感染様式を示すこと ，自主検疫時に

この線虫を標的にした駆虫していなかったこと（外

平，未発表），日本で愛玩飼育されている有袋類にも

寄生が認められたこと ，実際，今回，調査対象とし

た施設で斃死したシマオイワワラビーとオオカンガ

ルーの剖検時に，Cloacininae亜科の線虫類が検出

されたこと などを総合的に考え合わせると，これ

ら検出線虫卵は円虫類であろう。円虫類は，前述し

たように直接発育型であるため，本施設のように土
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図1 北九州市到津の森公園のひびき動物ワールドで飼育された有袋類（左：シマオイワワラビー，中央：オオカンガ

ルー，右：ヒメウォンバット）の飼育状況

図2 サンプリング対象とされた新鮮糞便の

状況
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壌上で多数個体を semi-free rangingの状態で飼育

される動物では，容易に濃厚感染しても不思議では

ない。円虫類は頭部によく発達した歯環を有すこと

から消化管粘膜を損傷し，宿主に病害を与える危険

性があるばかりでなく ，後述のように他の消

化管寄生性ウイルス・細菌・原虫・他蠕虫類との混

合感染，さらには来園者による追いかけ等によるス

トレスなどが加わった場合，ウマ類で知られるよう

な重篤な円虫症 を誘因する危険性も指摘されよ

う。

今回，コクシジウム類 Eimeria属の感染も証明さ

れたが，原産地のオーストラリアでは飼育・野生個

体ともコクシジウム症がよく知られ，その起因のコ

クシジウム類も40種以上が報告されている 。と

りわけ，オオカンガルーでは，コクシジウム類に対

する感受性が高く，成体であっても致死的腸炎が惹

起することが知られている 。今回の検査ではヒメ

ウォンバットからコクシジウム類は未検出であった

が，この種の野生個体では致死性コクシジウム症の

報告があるので ，新規個体の導入時の自主検疫で

は検査項目として追加すべきであろう。さらに，コ

クシジウム症の増悪化には，前述の円虫症同様，飼

育環境に起因するストレスなども関連しているとさ

れているので ，今後は今回実施した寄生虫病の疫

学調査に加え，飼育有袋類におけるストレス状態の

把握も行う必要性も指摘された。なお，今回の得ら

れた寄生虫卵あるいはオーシストは，宿主特異性が

高いと考えられるものが多く，他動物およびヒトへ

の感染の可能性はほとんどなく，公衆衛生学的な深

刻状況を示すものではなかった。なお，本研究によ

り，semi-free rangingの状態にて飼育・展示されて

いる動物であっても，調査を専門にする人員が配置

されれば，ある程度，対応が可能であったことが判っ

た。今後の本調査に向けて，このようなマンパワー

を含め，その具体化を検討していきたい。
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要 旨

2006年から2009年，福岡県北九州市到津の森公

園のひびき動物ワールドで semi-free rangingの状

態で飼育される有袋類３種，すなわちシマオイワワ

ラビー Petrogale xanthopus（宿主略号：Ｐ），オオカ

ンガルー Macropus giganteus（宿主略号：Ｍ）およ

びヒメウォンバットVombatus ursinus（宿主略号：

Ｖ）の糞便について寄生虫学的な検査を行った。そ

の結果，Eimeria属のオーシスト（Ｐ，Ｍ），裸頭条

虫科Anoplocephalidaeの虫卵（Ｐ）および円虫類と

目される線虫卵（Ｐ，Ｍ，Ｖ）が検出されたので，

診断資料の情報蓄積のため，計測値と写真画像を掲

載した。また，これらに起因する可能性がある疾病

について簡単に論考した。

Summary
 

Abstract:Between 2006 and 2009, a coprological survey for parasites of semi-free ranging marsupials
 

comprising Petrogale xanthopus (abbreviated to P),Macropus giganteus (M)and Vombatus ursinus (V),kept
 

at the Itozu no mori Zoological Park (Kitakyushu,Fukuoka,Japan). From our examinations, coccidian
 

oocysts belonging to the genus Eimeria (host abbreviation:P, M), cestode eggs belonging to the family
 

Anoplocephalidae (P) and nematode eggs, probably belonging to the subfamily Cloacininae (P, M, V),

respectively. Measurements and photographs of the oocysts and eggs are provided herein to assist future
 

diagnosis of the parasitic diseases.

Key words:captive marsupials,coprological survey,Japan,parasites,zoo
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